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1　は　じ　め　に

「ゆめさんさ」は岩手県においては中生の良食味品種で，

主に北上川下流地帯の作柄安定化と産米の品質・食味の向

上のため1993年に奨励品種に採用された。今後，「ゆめさ

んさ」は作付面積の拡大が見込まれ，安定的に栽培するう

えでの指標が早急に求められていた。

そこで，現地及び場内の試験結果を基に，安定栽培する

うえでの栽培法を検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験年次及び試験場所

1991～94年　農業試験場県南分場

1992～94年　県中南部の現地開場（22カ所）

（2）供試品種　ゆめさんさ（旧系統名　岩手36号）

（3）移植日　県南分場：5月9～11日

現　　地：5月10～17日
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図1梓長と倒状程度との関係（1991・92・94年）
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図2　梓良とポ村数との関係（1991～94年）
（榛本数42　相関係数0．4433　有意水準1％）

（4）施肥法

県南分場：基礎窒素10a当たり4，6，7，8kgに追肥

の時期（幼穂形成期，減数分裂期，追肥量10a当たり2kg）

を組み合わせて試験を行った。

現地：農家の慣行法で行った。
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図3　打開数とd拉致との関係（1991～94年）
（標本数40　相関係数0．6910　有意水準0．1％）
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図4　rげ籾数と豊熟歩合との関係（1991・92・94年）
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図5　正樹数と収量との関係（1991・92・94年）
（標本数100　相関係数0．5621有意水準0．1％）
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3　試験結果及び考察

（1）収量構成要素

安定生産に重点をおき，倒伏をさせないということを重

視して収量構成要素を決定した。

群長は，倒伏の増加の傾向から82cm以下とした（図1）。

ポ当たり籾数は，倒伏をさせないために上限を33千粒と

した。下限は，これ以下になると心白粒が発生しやすくな

る傾向がみられる30千粒とした（図2）。なお，心白の発

生する原因については，「ゆめさんさ」が発生しやすい品

種であることに加え，ポ籾数の減により千校垂の増加や登

熱速度がさらに上がることが考えられる（データ未掲載）。

ポ棟数は，ポ当たり籾数と穂数の関係から510～550本と

した。なお，上限については現地が少ないためやや低めに

設定した（図3）。この種数を得るための最高分げっ茎数

は，680～800本／d必要である（データ未掲載）。

登熟歩合は，「ゆめさんさ」が登熟が良好な品種である

ため，倒伏しなければ85％以上（ポ籾数30～33千拉）が確

保可能である（図4）。

期待d籾数内での収量（1．9m四の稀で調整）は，550～600

短／10aを得ることができる（図5）。

（2）栽培法

「ゆめさんさ」は，基肥の窒素量が少ないと初期の分げ
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図6　施肥法と収量構成要素及び食味成分
（下段の数字は「基肥一助穂形成期一減数分裂期」
の施肥窒素皇（kg／10a））
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図7　登熟積算平均気温と玄米品質（1992年）

つが確保しにくく，穂数が確保できないため籾数が減る傾

向にある。一方，極端な多肥は白米タンパク質を増加しや

すいので，基肥窒素量は6kg／10a（「あきたこまち」より

1kg／10a程度の増）とすることが必要であると考えられ

る。

追肥は，幼穂形成期に窒素成分量で2kg／10a程度とす

る。これは，穂数及び一穂籾数を確保するためと減数分裂

期以降では白米タンパク質が増加しやすいためである（図

6）。

刈取時期は．出穂後の平均積算気温900～1050℃が目安

と考えられるので（図7），実際の登熟状況を観察しなが

ら適期に刈り取ることが重要である。

4　ま　と　め

以上のことより，「ゆめさんさ」の収量構成要素を表1

のようにまとめ1994年の指導上の参考事項に供した。

裏1　収量構成要素の指榛（1．9mⅦ筋）

悍長ニ　：正徳数　一棟籾数　d籾数　千粒垂　登熱歩合
（00）　（本）　（粒）　（千拉）（g）　（％）
77～　　510～　　54～　　　30～　　22．5　　　85

82　　　550　　　60　　　33　　　　　　　以上

「ゆめさんさ」は収量構成要素からもわかるように偏穂

数型の品種である。そして、初期分げっが旺盛であること

から、初期に分げっを確保して穂数につながることが収量

確保にとって重要である。そのために、基肥の増、そして

幼穂形成期の追肥を栄養診断の指標に基づき行うように指

導している（表2）。なお、栄養診断基準については、最

高分げっ期・減数分裂期も含めさらに細かく検討中であ

る。

裏2　幼穂形成期における栄蓋診断指標

項　　　目　　　　　　　　指　標　値

稲体乾物重（g／ポ）　　　　　　400～500
稲体窒素濃度（％）　　　　　　1．7～2．2

窒素吸収量（g／ポ）　　　　　　7．0～8．5
カラースケール　　　　　　　　　　3．9～4．6

SPAD葉緑素計　　　　　　　　34．0～40．0
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